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メガイアワビでは 25 日経過時においてフタ有で 0 個体/

m2，フタ無で 80 個体/m2と，クロアワビ，メガイアワビ

ともフタ有の方が生残が悪かった。また，フタ有のカゴ

内の流速は 7.9cm/s と，フタ無（11.4cm/s）より 30%程度

潮通しが悪かった。このことから，着底から 1 ヶ月程度

までのアワビ稚貝の生残は，害敵生物による食害よりも

潮通しの影響の方が大きいと考えられた。ただし，アワ

ビ稚貝の生残は，潮通し以外にも転石上の餌料環境等の

影響が考えられるため，今後の調査が望まれる。 

 
図 4．クロアワビ（上）とメガイアワビ（下）の 

着底稚貝の生残状況 

 

2.アワビ礁と天然漁場における殻長 1cm 以上のアワビ類

の生息状況 

1)アワビ礁に対するアワビ類の蝟集効果 

アワビ礁では，殻長 3cm 未満の稚貝は確認されなかっ

たが，殻長 3cm より大きいアワビ類は年間を通じて一定

密度で分布した（図 5）。一方，転石帯（天然漁場）で

は 5 月に殻長 1cm の稚貝が 2.0 個体/10 分と比較的高い

個体密度で分布したが 7 月には確認されなくなった。こ

れらの分布状況から，アワビ類は転石帯で殻長 2～3cm

程度まで成長した後，アワビ礁へ移動（蝟集）している

と考えられた。 

 

図 5．アワビ礁と転石帯（天然漁場） 

におけるアワビ類の分布 

 

2)アワビ礁の転石における殻長 1cm の稚貝放流 

 5 月（放流直後）の分布密度は，転石大で 2.5 個体/10

分だったのに対し，転石小では 24.0 個体/10 分と高い値

を示した（図 6）。6 月は，転石大に稚貝は確認されなか

ったが，転石小では 2.2 個体/10 分で分布した。7 月の調

査では，転石大・小とも放流稚貝は確認されなかった。

以上の結果から，7 月に稚貝は発見されなかったものの，

6 月までの転石小における分布密度の高さから，殻長 1c

m 程度の稚貝の生息環境を整備するには，転石小に相当

する大きさ 10~15cm 程度の小型の転石が適していると

考えられた。 

 

図 6．アワビ礁の転石大・小に放流した 

アワビ稚貝の分布密度 
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